
○ 児童相談所の専門職を大幅に増員。

○ 児童福祉司の配置標準について、
人口に加え、虐待相談対応を考慮。

○ 弁護士の配置を積極的に推進。

「すべての子どもの安心と希望の実現プロジェクト」（平成27年12月21日子どもの貧困対策会議決定）に基づき、児童相談所の体制及
び専門性を計画的に強化するため、「児童相談所強化プラン」を策定する。（平成28年度から31年度まで）

①専門職の増員等 ③関係機関との連携強化等②資質の向上

○ 児童福祉司、スーパーバイザー
の研修受講を義務化。

○ 児童福祉司に任用される社会福
祉主事の任用前講習受講を義務化。

○ アセスメントツール（共通基準）を作成し、
児童相談所と市町村の役割分担を明確化。
○ 市町村における要保護児童対策地域協議
会の設置を徹底。調整機関に専門職を置き
研修受講を義務化。
○ 警察と連携し、人事交流や研修等を推進。

３，４８０人児童福祉司

※保健師については、平成29年度を目標とする。

平成27年度実績 平成31年度目標（強化プラン期間４年間）

４７０人 ５８０人スーパー
バイザー

１，２９０人 １，７４０人児童心理司

９０人 ２１０人保健師

４，３１０人 ５，４３０人合計 ＋１，１２０人程度 （Ｈ２７‘比 ＋２６％）

※児童相談所の人員体制強化に当たり、上記専門職以外の職員の一部（450人程度）を専門職に振り替える（全体で670人程度の純増）。

１．目的

児童相談所強化プラン案（概要）

３．専門職の増員目標

２，９３０人

２．内容

＋５５０人程度 （Ｈ２７‘比 ＋19％）

＋１１０人程度 （Ｈ２７‘比 ＋23％）

＋４５０人程度 （Ｈ２７‘比 ＋35％）

＋１２０人程度 （Ｈ２７‘比 ＋133％）

資料３



児童相談所の専門職数の推移

単位（人）
単位（人）

単位（人）

合計（児童福祉司・児童心理司・保健師） 単位（人）

※児童相談所の人体制強化に当たり、上記専門職以外の職員の一部（450人程度）を専門職に振り替える（全体で670人程度の純増）。

※Ｈ２３‘～Ｈ２７’実績人数（青線）
Ｈ２８‘～Ｈ３１’強化プランの目標人数（赤線）
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保健師

児童福祉司

＋320人
（H23’→H27’)

＋550人
（H27’→H31’)

約1.7倍

+19%

＋130人
（H23’→H27’)

＋450人
（H27’→H31’)

+35%

約3.5倍

単位（人）

スーパーバイザ－（児童福祉司の内数）

＋10人
（H23’→H27’)

＋120人
（H27’→H31’)

約12倍

+133%

＋100人
（H23’→H27’)

＋110人
（H27’→H31’)

+1.1倍

+23%

＋460人
（H23’→H27’)

＋1,120人
（H27’→H31’)

+26%

約2.4倍


